
地先型増殖場造成事業調査 (マナマコ) ･青森地区

活藤 真樹 ･須川 人志

マナマコ増殖を対象にした増殖場造成のため､造成候補地の底質､生物環境､好適石材サイズ等の調査

を行い､地先型増殖場造成の資料とした｡

1 環 境 調 査

マナマコの増殖場造成のため､造成候補地とした青森市沿岸にある10地先について､底質及び底生生

物を調べた｡

(1) 調 査 方 法

調査地区及び潜水調査点を図 1に示した｡

図 1 調査地区及び潜水調査点平成 9年9月 1日に後潟漁港地先､後潟小橋地先､9月2日に奥内地先

､奥内宮田地先､9月3日に奥内西田沢地先､9月8日に道道 ･原別境界地先､原別船溜り地先､9月11

日に久栗坂地先､9月12日に野内船溜り地先､野

内シェル桟橋地先を調査した｡調査は水深4､ 5mになるように海岸線沿いに50m問隔で7線､各調査

線から沖に向かって30m間隔で調査点を設定し､計21調査点について､潜水採取及び観察を行った｡底

質は岩盤､転石 (長径30cm以上)､小石 (長径10cm以上30cm未満)､裸 (長径10cm未満)､砂､泥

に分け､その割合を百分率で記録すると共に砂層厚については全調査点に1mの鉄筋を搾砂し計測した｡底生

生物は調査線 a､C､e､gの4線計12調査点で､植物は50cm四方､動物は 1m四方の枠取 りを

行った｡採取物は調査点ごとに種毎の個体数､湿重



(2) 調 査 結 果

① 後潟漁港地先 (表 1-1､図2-1)

水深は4.3mから8.9mの範囲にあった｡底質は浅所では砂が､深所では泥が卓越し､転石や岩盤は

観察されなかった｡砂及び泥層の厚さは押倒の調査点の南側で 1m以上と深いのに対して､岸側の

調査点ではおおむね70cm以下であった｡底生生物は植物が 2種､動物が 3種出現した｡植物のう

ちアマモは全調査点で､200g/m2以上採取され､アマモ群落が確認された｡動物は､ 3調査点でヒ

ラモミジガイが各 1個体､ 1調査点でイトマキヒトデが 1個体採取された｡

② 後潟小橋地先 (表 1-1､図2-1)

水深は4.0mから6.5mの範囲にあり他の地先に比べ傾斜は媛やかであった｡底質は調査範囲の全域

で砂が卓越し､転石や岩盤は観察されなかった｡砂層厚は調査範囲の全域で0.55m以上0.97m以下で

あった｡底生生物は植物が 3種､動物が 2種出現した｡植物のうちアマモは全調査点で400g/m2

以上採取され､アマモ群落が確認された｡動物は2調査点でヒラモミジガイが各1個体､4調査点

でキタサンショウウニが計 5個体採取された｡

(彰 奥内地先 (表 1-1､図2-1)

水深は3.5mから8.0mの範囲にあった｡底質は砂または泥が卓越し､転石や岩盤は観察されなかっ

た｡泥層は沖側の 1調査点､岸側の 2調査点で出現した｡砂層厚は調査範囲の全域で0.30m以上

0.90m以下であった｡底生生物は植物が 2種､動物が 2種認められた｡植物のうちアマモは1調査

点を除き各調査地点から900g/m2以上採取され､アマモ群落が確認された｡動物は2調査点で出

現し､ヒラモミジガイ､ヒトデ､イトマキヒトデが各1個体採取された｡

④ 奥内宮田地先 (表 1-1､図2-1)

水深は4.0mから6.9mの範囲にあり他の地先に比べ傾斜は嬢やかであった｡底質は調査範囲の全域

で砂が卓越し､転石や岩盤は観察されなかった｡砂層厚は岸側の 1調査点を除き各調査点で 1m以

上あった｡底生生物は植物が 2種､動物が 2種出現した｡植物のうちアマモは全調査点で､300

g/m2以上採取され､アマモ群落が確認された｡動物は､4調査点でヒラモミジガイが計 5個体､

2調査点でキタサンショウウニが各 1個体採取された｡

(参 奥内西田沢地先 (表 112､図2-2)

水深は4.3mから9.3mの範囲にあり他の地先に比べ急深であった｡底質は砂と泥が卓越し､転石や

岩盤は観察されなかった｡砂層は浅所の北側に認められ､泥層は調査範囲の深所と南側に認められ

た｡砂層厚は概ね調査範囲の北側で厚く1m以上であったのに対して南側では70cm以下であった｡

底生生物は植物が 2種､動物が 2種出現した｡植物のうちアマモは10調査点で､300g/m2以上採

取され､アマモ群落が確認された｡動物は､2調査点でヒラモミジガイが各 1個体､ 3調査点でキ

タサンショウウニが計4個体採取された｡

(釘 造道 ･原別境界地先 (表 112､図2-2)

水深は4.5mから9.6mの範囲にあり他の地先に比べ急深であった｡底質は押倒の調査点で泥が認め

られたが､砂が卓越しており､転石や岩盤は観察されなかった｡砂層厚は中央の調査点が 1m以上

と厚く､浅所の東側と西側､深所の東側が薄い傾向であった｡底生生物は植物が5種､動物が3種

出現した｡植物のうちアナアオサは3調査点で計434.4g/m2採取された｡動物は､ 2調査点でヒ

ラモミジガイが各 1個体､ 2調査点でヒトデが各 1個体､ 1調査点でイトマキヒトデが 1個体採取

された｡

⑦ 原別船溜り地先 (表 1-2､図2-2)

水深は3.7mから6.7mの範囲にあった｡底質は砂が卓越しており､浅所で裸や転石が観察された｡

砂層厚は浅所の西側の 1調査点を除き20調査点で 1m以上あった｡底生生物は植物が 5種､動物が
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7種出現した｡植物では緑藻が多 く､ミルが 3調査点で計843.2g/m2､アナアオサが3調査点で

計322.8/m2採取された｡動物は､ 5調査点でヒラモミジガイが各 1個体､ 3調査点でヒトデが計

4個体､3調査点でイトマキヒトデが各 1個体採取された｡

⑧ 野内船溜り地先 (表 1-2､図2-2)

水深は5.9mから9.8mの範囲にあった｡底質は砂と泥が卓越しており､転石や岩盤が観察されなか

った｡泥層は調査範囲の北側で認められた｡砂層厚は深所の 1調査点を除き20調査点で 1m以上あ

った｡底生生物は植物が 2種､動物が 9種出現した｡植物のうちアマモが､ 2調査点で計567.2

g/m2､ミルが 1調査点で134.4g/m2採取された｡動物は､4調査点でヒトデが計92個体､ 2調

査点でヒラモミジガイが各 1個体採取された｡特にヒトデは蛸集している状況が観察され88個/m2

の調査点もあった｡

⑨ 野内シェル桟橋地先 (表 1-3､図2-3)

水深は2.7mから9.8mの範囲にあり他の地先に比べ急深であった｡底質は浅所の北側で転石と裸が

卓越し､深所の北側では泥が卓越していた｡調査範囲の南側では砂が卓越していた｡砂層厚は浅所

の南側と北側を除き1m以上あった｡底生生物は植物が4種､動物が5種出現した｡植物のうちア

マモは3調査点から､計1588.0g/m2採取された｡動物は､ 5調査点でイトマキヒトデが計 9個体

採取された｡また､押倒の北側の調査点ではキタムラサキウニが13個体採取された｡

⑲ 久栗坂地先 (表 1-3､図2-3)

水深は4.1mから5.9mの範囲にあり他の地先に比べ傾斜は緩やかであった｡底質は浅所で転石と裸

が卓越し､深所では砂が卓越していた｡砂層厚は転石や裸が卓越する浅所では10cmから82cmと薄

く､砂が卓越する深所では概ね 1m以上あった｡底生生物は植物が 1種､動物が6種出現した｡植

物は他の地先に比べ最も少なく､1調査点でスガモが137.6g/m2採取されたにとどまった｡動物は､

7調査点でヒトデが計 7個体､5調査点でイトマキヒトデが各 1個体採取された｡
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表 1-1 水深､砂層厚､底質､生育海藻､生息動物調査結果

①後潟漁港地先

-
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調査地点 a b C d
e I g水宗 8.0m 8.1m 8.4m 8.9m 7

.9m 7.8m 7.7m砂層厚 cm 3 75cm 72cm 60cm 10OcnJl上 1○○crnJ

l上 100cmJl上 100cfTIJl上庇賞の割合 % 舞2○k砂80,6 lE100k 鷺 1
00k 鷺100k 砂100% JE1○○k

鷺 1○○k主な生育舞藻 アマモ アマモ アマモ アマモg/mJ主な生息動物価/m' 776.0g 253.2g 264.2gキクサンシヨウウニ1個 522

.4g水.pA 2 5.7m 5.6m 6.2m 6.4m 5.9m 5.4m 5.6m抄JB

J亨 cm 45cm 80cm 60cm 70cm 100crnJユ上 1〇〇cmJユー 一〇〇¢l

¶一ユ上庶貫の割合 % 抄100% 鷺8%抄

9596 驚 1〇%砂90% 抄100% 砂100% 抄100% 抄100%主な生育舞藻 アマモ アマモ アマモ

アマモg/rnJ主な生息動物佃/ni 1505.6gヒラモミジガ

イ1個 1214.4g 298.8gヒラモミジガイ1個 586.8g水菜 1

4.4m 4.5m 4.5m 4.8m 4.3m 4.3m 4.5m砂JIJ事 cm 60cm 75cm 55cm 50cm 70cm

35cm lOOcITIJl上政文の割合 % 砂10096 砂 10096 砂100% 抄100,6 砂100% 砂 100% 砂1

00%主な生育沸藻 アマモ

アマモ アマモ イシモズクg/n1主な生息動物個/mJ 324.4gヒラモミジガイ1佃 201.2g 344.4g 310.

4gイトマキヒトデ1個③奥内地先調査地点 a b C d e I g水果 4.7m 4.8m 5.1m 5.3m 6.

5m 7.2m 8.0m抄JI厚 cm 3 60cm 63cm 58cm 55cm 64cm 80cm 90cm庇賞

の割合 % 砂100,i 砂100% 砂100,i 砂100,6 砂 1

00% 砂 10096 I 1〇〇%主な生育舞藻 アマモ アマモ アマモ

アマモg/rTL主な生息動物価/m' 1617.6g 1108.4gヒトデ
1個ヒラモミジガイ1個 1463.6g 1

010.4g水芸 2 3.7m 3.7m 3.8m 4.0m 4.5m 5.0m 5.3mBJLJ7 cm

70cm 63crTl 83cm 59cm 43cm 54cm 9

0cm鹿又の割合 % 砂100% 砂 100% 抄100% 砂100% 抄10

0% 抄100% 抄100%主な生育沸藻 アマモ アマモ アマモ アマモ

g/rT1主な生息動物個/nイ 1148.

4g 2550.0g 1642.8gイシモズク32.0g 1056.0g水雲 1 3.5m 3.7m 3.5m 3

.7m 3.7

m 4.1m 4.3m秒JL摩 crT1 40cm 60cm 30cm 30cm 50cm 80cm

83cm庇虞の割合 % 砂100,6 量 10Ok 砂100% 霊 100k

砂 100% 砂 100% 砂100%主な生育沸藻 アマモ アマモ アマモ

アマモg/m'主な生息動物価/rn' 3116.0g 952.0g 1317.6

gイシモズク
4.8g 73.2gイトマキヒトデ1個 ②後潟小橋地先調査地

点 a b C d e I g水芸 6.5m 5.7m 6.3m 6.1m 5.9m

6.1rT1 6.5m砂農厚 cm 3 83cm 70cm 69

cm 55cm 80cm 84cm 97cm庇賞の割合 % 砂 100%

砂100% 砂100% 砂100% 砂100,6 砂100% 砂100,iアマモ

648.4g アマモ1446.8g アマモ 680.0g アマモ1791.6g主な生育弟葉g/m' ヒラモミジガイ キクサンシヨウウニ

ヒラモミジガイ イギス主な生息動物価/m' 1個 2個 1

個キタサンシヨウウニ1個 15.6gキタサンシヨウウニ1個水芸 2

4.9m 4.8m 4.8m 4.6m 4.9m 5.0m 4.9m砂鳥J亨 cm 61cm 67cm 65cm 67cm 85cm 9

4cm 72cm庇賞の割合 % 抄100% 砂100% 砂100% 抄100% 抄100,6 砂100% 抄100%

アマモ 983.2g アマモ 42
1.2g アマモ2047.2g アマモ1160.4gキクサン

シヨウウニ1個主な生育薄井g/ni主な生息動物個/rTf水芸 1 4.2m 4.1m 4.1m 4.1m 4.0m 4.1

m 4.2m砂層厚 cm 72.5cm 63cm 74cm 64cm 79cm 78cm

85cm庇賞の割合 % 秒100% 抄10

0% 砂100,6 秒100% 砂10096 抄100% 砂100,6主な生育沸藻 アマモ アマモ アマモ イシモズクg/ni主な生息動物価/nf 1220.4g 1303.6g 1452.4gイシモズク9.6g

1290.4g④奥内宮田地先調査地点 a b C d ･e I 9水深 6.4m 8.9m 6.5m 5.8m 6.2

m 6.1m 6.0m砂JLJt cm 3 1〇〇cmJl_i 1〇〇cmJl上 1〇〇cm

Jl上 100cmJl上 1○○crrIJa上

1〇〇cmJl上 100cmJl上庇賞の割合 % 砂 100% 砂100% 砂100,6 砂100,6 砂100% 砂100% 砂100,6主な生育舞

薫 アマモ アマモ アマモ アマモg/m'主な生息動
物価/m' 924.0gヒラモミジガイ2個 2009.6gヒラモミジガイ1個 676.8g 1175.6gヒラモ

ミジガイ1偶キクサンシヨウウニ1個水芸 2 5.0m 5.2m 5.0m 4,6m

4.9rT1 4.8m 4.9m砂JLJ亨 cm 100crrlJl上 1○○cnJl上 10OcmJa_上 100crrtJa上 100cmJl上 1



表1-2 水深､砂層厚､底質､生育海藻､生息動物調査結果

⑤奥内西田沢地先

調査地点 a b C d

e I g水芸 3 9.3m 8.3m 8.6m 8.3m

6.8m 6.7m 7.2m抄月度 cm 1○○crrlJl上 1〇〇cmJユ上 lOOcrrtJユ上 10

0cmJl上 64cm 55cm 71cm鹿又の割合 % 量 1〇〇% 鷺 1〇〇% 鷺

1〇〇% 鷺1○○k 鷺100% 鷺 一〇〇～ 鷺 1〇〇%主な生育計算g/mJ ヒラモミジガイ
ヒラモミジガイ アマモ1248.4g アマモ1429.2g主な生息動物

個/nf 1個 1個 キクサンシヨウウニ1個 キクサンシヨウ

ウニ2個水芸 2 7.1m 6.4m 8.6m 6.6m 5.6m 5.5m 5.

6m秒JL厚 cm 1○○crrI且_上 54cm 88cm 100cmJu 58cm 46cm 70cm庶貫の掛合 96
鷺○○k砂50,6 JES〇%砂50%

憂さ○k砂50,i 驚8○k砂50% JElOOk 鷺100k 鷺 1○Ok主な生育舞

藻 アマモ アマモ アマモ アマモg/rTJ主な生息

榊価/r■ 349.6g 888,0g 3356.8g 952.0g水芸 1 4

.3m 4.5m 4.4m 4.6m 5.6m 4.6m 4.6m抄J厚 crn 1〇〇cmJu 100crnJu 1〇〇cm鼠上 80cm 61cm 57cm

70cm庶賢の割合 % 鷺一〇k桝 0% JE40秒80,i JE40%砂80% 鷺一〇k私娼0% 鷺 100k
鷺10O k 鷺 1○○k

主な生育沸藻 アマモ アマモ

アマモ アマモg/r,n'主な生息軌物一回/ m' 30

28.8g 1702.0g 3574.0g 952.0gキクサンシヨウウニ1個1264- ⑦厚別船溜り地先調査地点 a

b C d e I g水果 3 5.0m 5.4m 5.1m 5.4m 5.8m 6.7m

6.7m砂JIJl cm 1○○clTIJユ上 1〇〇cm上lー 1〇〇cmJユ上 1〇〇cmJユ上 lOOcnJu 100cl

TIJユ上 10OcmJl上庶賢の割合 % 砂10096 砂100%

鶴泊5%棟2%1転石3% 砂100% 砂100% 砂100% 砂100%主な生育沸藻g/m'主な生息動物価/mJ ヒラモミジガ

イ1個 ヒトデ 1個 ヒラモミジガイ1個ヒトデ 1個 ヒラモミジガイ1個水3'̂ 4.1m 4.

4m 4.2m 4.3m 4.3m 3.7m 5.2m砂JLJ亨 crT1 2 1○○cnりユ上 1○○cnJlー 1○○crn山｣上 1〇〇

cm且 上 100cmJユ上 100cmJユ上 100crnJユt底質の

割合 % 砂10096 抄◎9%転石1% 私85%棟2%1転石3% 砂100% 砂100% 砂100% 砂100%主な

生育漬菜g/n1主な生息敷物個/r,n' イトマキヒトデ1個 ヒラモミジガイ1個イトマキヒトデ1個 ヒラ

モミジガイ1個 コナガニシ1個水芸 1

3,8m 3.8m 3.8m 3.7m 3.7m 3.8m 4.0m砂JJ亨crn 95 10〇cmJユー 1〇〇cmJユ上 1○Ocーn山｣上 1○○crrlJユ上 10○crrIJユト 1〇〇cmJl上

庇賞の割合 % 柳 596転石5% 砂85%転石5% 私感5,6捜596 砂100% 柳 0%転 石 10%

砂100% 砂100%主な生育弟藻 量ル アマモ アナアオサ アマモg/m'主な生息掛物

価/m' 186.4gイトマキヒトデ1個ヒトデ 1個 301.6g 294.

0gミル 656.8gヒトデ 3個エソヒトデ3個クモヒトデ1個

441.2gアナアオサ26.0g ⑥道道 ･原別境界地先調査地点 a b C

d e I g水 果 3 9.6m 9.5m 9.3m 9.

1m 9.2m 8.8m 9.0m抄層厚 cm 100cmJl上 10OcーnJl上 100crrl皿｣上

50cm 100crTIJl上 55cm 70cm庶賢の割合 % 鷺2〇% JE20k JE20k JE2○k
鷺30k 責2○k JE20%砂80% 私娼0% 砂80% 私娼0% 砂70% 抄8

0% 砂80%主な生育沸藻g/mJ主な生息動物個/nイ ヒトデ 1

個 ヒラモミジガイ1個水芸 2 8.9m 8.6m 8.9m

8.3m 8.5m 7.9m 8.1m砂層厚 cm 10OcrrIJ1上 100cm且上

100cmJu 1〇〇cm且上 100cm 1〇〇cm鼠上 100cm庶貫の割合 % 抄100% 驚10k砂80% lE1○k秒80% 鷺10k秒◎0% 鷺10%桝 0% 砂100,6 砂100%

主な生育鶏糞g/nf主な生息動物佃/rTf アナアオサ428.8g

ミル 75.6g水芸 1 5.4m 5.3m 5

.0m 5.1m 4.8m 4.6m 4.5m砂膚厚 cm 10cm 55cm 100cm且上 10
0cITl且上 80cm 75cm 90cmJZu の割合 % 砂100% 砂100

% 砂100% 砂100% 砂100,i 抄100% 砂100,6主な生育海藻g/nf主な生息数

物価/mJ アナアオサ2.4g アナアオサ3.2gヒトデ 1個

亀ル 27.6gヒラモミジガイ1個 イトマヰヒトデ1佃⑧野内船溜 り地先

調査地点 a b C d e I g水 果 3 9

.4m 9.3m 9.4m 9.6m

9.5m 9.7m 9.8m砂JLJ亨 cm 1○○ lOOJlト 一〇〇 80 40 1○○Jl上 1○○庶賢の割合 %
*40 P ○ 責○○ 鷺20 驚90 # 0 *100桝 0

抄70 抄10 砂80 抄70 抄80主な生育沸藻g/m' ヒラモミジガイ イ
トマキヒトデ ヒラモミジガイ ●クモヒトデ主な生息動

物個/nf 1個 2個マナマコ t■

1個 15個スナヒトデ1個キクサンシヨウウニ1個水果 2 8.4m 8.4m 8.5m 8.7m 8.6m 8.7m 8.7m砂JBJ亨 crTl 1○○Jユ上 100Jl上 lOO



表 1-3 水深､砂層厚､底質､生育海藻､生息動物調査結果

⑨野内シェル桟橋地先
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調査地点 a b C d

e 千 g水質 3 5.9m 7.1m 7.6m 8.7m

8.7m 9.3m 9.8m抄JIJT crn 100clTI以上 10〇cmJl上 100cmLL上 1〇〇cmJX上 10OcrllJ

l上 100crTtJl上 1○○crn以上息賞の割合 % 抄100% 抄100% 抄95%小石5%

抄100% 集80%抄70% 鷺1○○蔦 鷺100k主な生育薄霧g/rTi アマモ 44.0g

アマモ 715.6g アナアオサ71.6g キタムラサキウニ主な生息動物個/rri アナアオサ64

.4g アナアオサ50.0gイトマ手 1個 キクサンシヨウウニ1個

13個水質 2 4.4m 5.6rT1 5.7m 6.0m 6.5m 7.3m 7.6m抄層犀 cm 100cmJL上 1

〇〇cmCL上 1○OcrnJA上 1○○crnJl上 100cmGLl 100crbJl_i 1○○crnJL上JR賞の割

合 % 抄100% 抄95%小石5% 抄95%小石5% 抄959i隷5% 抄100,i 抄90%隷10,i 鷺10○k主な生雷沸藻g/rTi

主な生息動物個/ni アマモ 828.4gイトマキヒトデ2個 イトマ

キヒトデ3個 ヒラモミジガイ1個イトマキヒトデ2個水芸 1 3.2m 4.

1m 3.9m 4.1m 4.2rT1 2.7m 5.3m抄JT犀 cm 80cm 87cm 1○○crrI以上 1○○crrI以 上 1○○cr

rlLl上 0 0庇賢の割合 % 抄100% 抄100% 抄95% 抄90% 抄10% 小石50% 小石40,i榛5% 糠10%
韓70%小石20% 転石50%

転石60%主な生青鶏糞g/rTi主な生息動物個/rTi ヒラモミジ

ガイ2個イトマキヒトデ1個 キクサンシヨウウニ1個 ヒラモミジガイ1個 ⑩久栗坂地先調査地点 a b

C d e I g水菜 3 5.6m 5.9m 5.9m 5.6

m 5.9m 5.6m 5.6m抄JrJT cm 1○○crnJl上 72cm 1〇〇cm以上 1〇〇cmLL上 1○○crllJl上 1

○○crpJl上 1○○crllJl上底質の割合 % 鷺9○k 蒙一〇鴬 驚10%

抄90% 鷺ek 抄90,i 抄90%抄50,g韓20% 抄40,i榛 .小石20%
抄70%榛 一小石20% 韓 .小石10% 抄80%韓 .小石10%転石5% 糠

.小石10% 転石10%主な生育沸藻g/rTi ヒトデ 2個 ヒトデ 1個 イトマキヒトデ スガモ

137.6g主な生息動物個/rTi コナガニシ1個 キクサンシヨウ

ウニ1個 1個 キタサンシヨウウニ3個水栗 2 5.Orn 5.3

m 5.3m 5.3rTl 5.3m 5.0m 5.3m抄JIJT crn 1〇〇cm以上 78cm 1

○○crTl以上 95cm 1○○crn以上 100crTl以上 71cm鹿賀の割合 % 鷺1○k 舞8% 集20% 抄90% 責与鴬 抄50,i 鷺8%抄10%

抄5,i 抄30% 糠 .小石10% 抄80% 糠 .小石40,i 抄80%糠80%
糠 .小石85%転石5% 韓 .小石45%転石5,g 韓 .小石1

0%転石5% 転石10% 糠 .小石15%主な生育沸蕩g/rH主な生息動物個/rT

i コナガニシ1個 ヒトデ 2個 ヒトデ 1佃 イトマキヒトデ1佃水芸 1 4.1m 4.4m 4

.7m 4.7m 4.4m 4.1m 4.1m抄層JT cm 10cm 21cm 82cm 44cm 30cm 17cm 100crllJllJ正賞の割合 %
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2 稚ナマコ放流試験

増殖場造成後に人工種苗を放流することを想定し､石詰礁内に椎ナマコを放流し､残存､成長につい

て調べた｡

(1) 調 査 方 法

平成 9年 1月17日に試験船なつどまりを用い､青森市奥内の青森市水産指導センター沖水深約 5m

の地点に､直径約20cmの石を詰めた鉄筋製ナマコ礁 (lmx2mxO.2m)を4基設置 し､平成 9年

1月22日に当所で生産したナマコ人工種苗 (平均重量1.09g)を各200尾放流し､平成 9年5月2日､

7月10日､11月27日､平成10年 1月27日の4回にわたり鉄筋製のナマコ礁を1基づつ引き上げ､放流

したナマコ人工種苗の､残存数及び成長を調べた｡

(2) 結 果

平成 9年5月2日に 1基を引き上げたところ､残存数は83個体 (残存率41.5%)､平均重量2.28gで

あり､ 7月10日は53個体 (残存率26.5%)､平均重量3.54g､11月27日は53個体 (26.5%)､平均重量

2.79g､平成10年 1月27日は49個体 (残存率24.5%)となった｡残存数は100日を経過した時点で25%

前後となり安定した｡(図3参照のこと)

3 好適石材サイズの検討

放流種苗の生息に好適な石材のサイズを調べるため､石の大きさを変えた試験礁を海底に設置して､

ナマコ人工種苗を放流し､その後の残存率､成長を調べた｡また､試験礁及び周辺の海底状況 (生育植

物､生息動物)を潜水により観察した｡

(1) 調 査 方 法

平成 9年8月12日に青森市奥内地先の水深 4mの地点に直径15､20､30､60cmの石材を概ね厚さ

40cmになるように入れたFRP製試験礁 (2.5×2.5×0.7m)を石材サイズごとに2基､計 8基を設置した｡

平成 9年10月23日に直径15cmの石材を入れた試験礁 2基､直径20cmの石材を入れた試験礁 1基､直

径30cmの石材を入れた試験礁 2基､直径60cmの石材を入れた礁 1基の計 6基に､また､平成 9年11月

25日に直径20cmの石材を入れた試験礁 1基､直径60cmの石材を入れた試験礁 1基の計 2基に各100個

体､計800個体を潜水で放流した｡

放流したナマコ種苗は､平成 9年4月から6月にかけて､青森市水産指導センターで､生産したもの

であり､放流までの期間は､同所の流水式水槽で､リビック (海藻粉末)を飼料として飼育されたもの

で､湿重量の平均は0.6g､体長は約1.5cmであった｡

平成 9年11月27日と平成10年 1月24日に台船を用い､各石材サイズの試験礁を各 1基､計 4基引き上

げ､各試験礁内のすべての石を観察し､残存しているナマコ種苗の数及び湿重量を測定した｡また､平

成10年1月27日の試験礁引き上げの際には､ヒトデについても採取を行い､種類､数､湿重量を測定し

た｡

引き上げ直前の平成 9年11月25日と平成10年 1月24日に潜水により試験礁及び周辺の海底状況を観察

すると共に､底生動物を1m四方の枠 4枠､生育植物を0.5m四方の枠 1枠を用いて採取し､種類､数量､

湿重量を測定した｡

(2) 調 査 結 果

試験礁は､波浪や潮流による移動や石材の礁体外散乱等は観察されなかった｡試験礁周辺を半径

10cmの範囲で観察したところナマコ種苗及び天然マナマコは観察されず､試験礁内においても石材

の表面に出ているナマコ種苗は少なかった｡試験礁内の石にはフクロノリ､クロガシラ等の小型の海

藻が生育していたが浮泥も薄く堆積していた｡なお､試験礁の埋没は観察されなかった｡

引き上げ後の各FRP試験礁に残存していたナマコ種苗は､放流35日後には56個体から49個体であっ
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た｡また､直径30cmの石材を入れた試験礁では放流96日後に残存数が46個体と最も多かったのに対

し､直径60cmの石材を入れた試験礁では放流63日後に残存数が20個体と最も低い値を示した｡残存

していたナマコ種苗は試験礁内の中央下部で多 く観察され､また､試験礁の石の下にはアマモが主体

の流れ藻が観察された｡ヒトデ類ではアカヒトデ､ヒトデ､イトマキヒトデ､ニッポンヒトデが採取

された｡特にヒトデが多く､直径10cmの石を入れた試験礁で34個体ともっとも多く､直径60cmの石

を入れた礁では15個体で最小であった｡

試験礁周辺の底生動物はヒトデ､ヒラモミジガイが採取されたものの生息密度は低 く､最大でも

0.25個/m2であった｡周辺に生育する植物はアマモが1030.8g/m2採取され､アマモ群落が確認され

た｡(図3､表2)

表 2 FRP大型試験礁の概要と結果

石材の直径 石充填率 設置年月日 放流年月日 放流個体数 引き上げ年月日 日数 残存数

平均湿重量15cm 65% 97.8.12 97.10.23 1∞ 97.ll.
27 35 55 1.67〟 〟 〟 〟

〟 98.1.27 96 19 1.9220cm 60% 〟 〟 〟 97.ll.27 35 56 1.59

〟 〟 〟 97.ll.25 〟 98.1.27 63 29 1.9

130cm 55% 〟 97.10.23 〟

97.ll.27 35 55 0.88〟 〟 〟 〟

〟 98.1.27 96 46 2.8960cm 40%〟 97
.
l l

.
25〟 〟6 320

0.75〟 〟 〟 97.10.23 〟 9

7.ll.27 35 49 2.130098(%)掛壮班 006

5 0 25 50 75 100125150175200225250275300325350375



ナマコ種苗は､放流35日目までに残存率が約50%に減少したが､石材サイズによる明瞭な差異は認

められなかった｡しかし､35日日以降､石材サイズによる差異がみられ､直径30cmの石材を入れた

試験礁において最も高い値を示した｡椎ナマコ放流試験におけるナマコ人工種苗放流後100日日以降

は減少の割合が低下し､175日日以降は殆ど減少しないことが分かった｡また､試験礁全体をネット

で覆いナマコ種苗が逸散できない状況下に放流した試験では､ネットの目詰まりにより潮通しが悪化

するために成長は不良となるが､2ケ月半後の残存率は80%を越える結果が得られている｡

放流直後の減耗は､自然死亡､害敵による捕食､逸散等の初期減耗によるものと考えられるが､同

センターのこれまでの試験結果から石材サイズ､自然死亡によって大きな影響は受けない可能性が予

想された｡また､害敵による捕食は､試験礁内では時間が経過すると共にヒトデ類などの捕食動物が

増加するにも関わらず､ナマコ種苗が一定数減少した後は残存数が安定することから減耗要因として

は小さく､逸散が最も大きな要因であると考えられた｡

また､試験礁外でナマコ種苗が観察されていないことと､ナマコ放流種苗は安定した場所を好むこ

と等から､自然にナマコ種苗が移動し試験礁外へ出たのではなく､放流後､石材に十分に付着できな

いうちに波浪等により流失したものと考えられた｡

本試験における､直径60cmの石材を入れた試験礁では､他の試験礁に比べナマコ種苗の残存数と

ヒトデ類が少ない理由は､試験礁設置海域の底質が砂であり､石と石との隙間が大きくなり､波浪等

の影響が強くなるためナマコ種苗が流失する機会が多 くなるためであり､直径15cmの石材を入れた

試験礁では､ヒトデは多く､ナマコ種苗が少なくなるのは､隙間は小さく砂で洗われる機会が少ない

が､小さすぎると潮通しが悪くなり生息環境が悪化するために､初期の減耗後も大きな減耗を示し残

存数が少ない結果になったと考えられた｡

以上のことから､直径30cmの石材は､重量が50kg以下となる直径15cm及び20cmの石材よりも波

浪の影響を受けにくく､直径60cmの石材に比べ隙間が 8分の 1であることから本試験で検討した範

囲では最も適した石材と考えられた｡

ナマコ種苗の飼料としては､付着珪藻､水中懸濁物､流れ藻等が考えられるが付着珪藻､水中懸濁

物については変動がつかみ難く飼料環境要因としての把握は困難である｡ そこで､流れ藻が餌料環境

要因として重要となる｡ 青森湾における転石上に生育する植物相は貧弱であり､試験礁内の石におい

てもムチモやクロガシラ等の餌科価値の低い海藻がわずかに観察された程度である｡ なお､周辺海域

にアマモが群落を形成していること､大型試験礁の石の下にアマモを主体とした流れ藻が観察された

こと､また､設置から1年を経過した後に引き上げた小型試験礁においても､試験礁内に流れ藻とな

ったアマモが多量に堆積していたこと等から､種苗を放流する石材には十分な海藻の繁茂が望めない

ものの､周辺のアマモ群落からの流れ藻が主な餌料供給源になると考えられた｡

ヒトデ類については､ナマコ種苗に対する捕食の圧力は低いものと考えられるが､数が増加するこ

とによって無視できない存在と考えられる｡ 今回の試験では試験礁周辺の観察ではみられなかったヒ

トデ､イトマキヒトデ等が各試験礁で採取されたため､ヒトデ類の蛸集及び椎ヒトデの発生ついても

考慮し対策していく必要があると考えられた｡
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